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令
和
３
年
に
向
け
て  

２
議
案
を
審
議

第116 回
理事会

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
２
年
11

月
４
日
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

館
に
お
い
て
「
第
１
１
６
回
理
事

会
」
を
開
催
し
、「
令
和
３
年
運
動

方
針
・
事
業
計
画
」「
令
和
３
年
収

支
予
算
」
の
２
議
案
に
つ
い
て
審

議
。
審
議
事
項
の
ほ
か
今
回
新
た

に
設
け
ら
れ
た「
協
議
・
確
認
事
項
」

に
つ
い
て
も
意
見
の
交
換
、
確
認

が
行
わ
れ
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
の
挨

拶
で
、「
菅
内
閣
が
発
足
し
て
２
カ

月
弱
が
た
ち
ま
し
た
。
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
な

ど
、
経
済
活
動
の
活
性
化
も
進
ん

で
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
は
、
ま
だ
収

束
の
見
込
み
が
立
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済
対
策
を
、

ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
て
い
く
の

か
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
、
不
透
明
な
経

営
環
境
の
先
行
き
に
言
及
。

　

審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、「
本
日

の
議
案
は
、
令
和
３
年
の
運
動
方

針
・
事
業
計
画
、
収
支
予
算
で
す
。

来
年
は
都
議
会
議
員
の
改
選
期
に

当
た
り
、
衆
議
院
議
員
選
挙
も
年

内
に
必
ず
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

政
連
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要

で
す
。
し
っ
か
り
と
意
思
統
一
を

図
り
た
い
の
で
、
活
発
な
ご
審
議

を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
結
束
力

の
一
層
の
強
化
に
向
け
た
積
極
的

な
審
議
を
要
請
し
た
。

　

令
和
３
年
運
動
方
針
・
事
業
計

画
の
提
案
説
明
は
横
田
英
雄
幹
事

長
が
担
当
し
、
運
動
方
針
に
つ
い

て
は
「
令
和
２
年
と
同
様
、
都
議

会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン
政
策
研
究
会

の
所
属
議
員
お
よ
び
国
会
議
員
へ

の
要
望
活
動
や
、
東
京
都
各
種
団

体
協
議
会
・
全
国
ビ
ル
政
連
と
連

携
し
、
ビ
ル
メ
ン
業
の
利
益
に
資

す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
と
い
う

内
容
で
す
」
と
説
明
。

　

事
業
計
画
は
、「
基
本
的
に
は

令
和
２
年
と
同
様
と
し
、
東
京
協

会
と
連
携
、
都
議
会
自
民
党
ビ
ル

メ
ン
政
策
研
究
会
と
協
同
し
て
、

都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に

関
す
る
要
望
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
、
議
員
の
支
援
活
動
、
機
関
紙

発
行
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
、
な
ど
で
す
」
と
述
べ
た
後
、

「
令
和
３
年
は
東
京
都
議
会
議
員

選
挙
と
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
る

の
で
、
事
業
計
画
の
後
半
に
、
政

策
研
究
会
や
議
員
連
盟
の
所
属
議

員
の
推
薦
等
に
つ
い
て
追
加
し
ま

し
た
」
と
、
令
和
２
年
の
事
業
計

画
か
ら
の
変
更
点
を
挙
げ
た
。

　

令
和
３
年
収
支
予
算
の
提
案
説

明
は
坂
野
正
和
会
計
責
任
者
が
担

当
。
予
算
額
案
と
し
て
、
当
期
収

入
は
１
４
２
２
万
円
、
前
年
か
ら

の
繰
越
額
を
含
め
た
当
期
収
入
総

額
は
３
０
７
８
万
円
、
当
期
支
出

は
１
５
１
９
万
円
、
次
期
繰
越
額

は
１
５
５
８
万
円
と
な
る
こ
と
を

各
科
目
を
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
。

　

２
つ
の
審
議
事
項
と
も
、
議
長

の
榎
本
寛
副
理
事
長
が
、
質
問
、

意
見
な
ど
を
求
め
た
後
、
採
決
に

移
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

今
回
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
協

議
・
確
認
事
項
」
は
、
鷲
見
博
史

事
務
局
長
が
説
明
。「
協
議
・
確
認

事
項
は
、
理
事
会
で
確
認
す
べ
き

事
項
、
例
え
ば
評
議
員
会
の
日
程

等
、
次
回
以
降
の
理
事
会
で
決
定

す
る
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
く
内
容
の
も
の
を
ま
と
め
ま
し

た
」
と
述
べ
、「
令
和
３
年
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
・
選
挙
等
へ
の
対

応
」「
第
15
回
評
議
員
会
開
催
日
・

開
催
方
法
」
に
つ
い
て
意
見
を
求

め
た
。

　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
・
選
挙

等
へ
の
対
応
で
は
、
対
象
と
な
る

「
全
政
連
が
支
援
す
る
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
議
員
の
う
ち

当
政
連
に
関
係
の
深
い
議
員
、
過

去
に
推
薦
料
を
支
出
し
た
議
員
及

び
次
回
候
補
を
予
定
し
て
い
る
元

議
員
」、「
都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会

所
属
議
員
及
び
次
回
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
元
議
員
」、「
自
民
党

都
連
、
東
京
公
友
会
（
都
議
会
公

明
党
）、
都
議
会
立
憲
民
主
党
・
民

主
ク
ラ
ブ
等
」
へ
の
対
応
を
挙
げ

て
確
認
。

　

報
告
事
項
と
し
て
は
、
ま
ず
横

田
幹
事
長
が
、
令
和
２
年
10
月
２

日
に
実
施
し
た
「
令
和
３
年
度
国

の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
」

の
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
三
役
と

事
務
局
長
の
み
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
要
望
事
項
の
説
明
の
後
、

質
疑
応
答
で
は
な
く
、
そ
の
他
の

補
足
説
明
や
要
望
は
な
い
か
と
求

め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
人
手
不
足

に
対
す
る
予
算
計
上
や
営
業
補
償

を
し
て
い
る
事
業
者
に
対
す
る
支

援
策
の
拡
大
に
つ
い
て
要
望
し
ま

し
た
」
と
説
明
。

　

こ
の
ほ
か
鷲
見
事
務
局
長
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
令
和
３

年
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
中
止
」「
東

京
協
会
・
政
治
連
盟
の
役
員
忘
年

会
の
中
止
」
や
、「
令
和
２
年
９
月

理
事
会
以
後
の
動
き
と
今
後
の
予

定
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

は
令
和
２
年
11
月
27
日
、
東
京
都

庁
第
一
本
庁
舎
で
実
施
さ
れ
た「
各

種
団
体
等
か
ら
の
東
京
都
予
算
に

対
す
る
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
に
出
席
し
、「
要
望
事
項
」

（
東
京
ビ
ル
政
連
と
し
て
は
東
京
協

会
と
連
携
し
て
令
和
２
年
９
月
に

都
議
会
各
会
派
に
提
出
）
の
重
点

項
目
に
つ
い
て
強
く
訴
え
た
。

　

知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
各
種
団

体
等
か
ら
直
接
声
を
聴
い
て
、
現

場
の
状
況
や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
都
へ
の
提
言
な
ど
を

共
有
し
、
予
算
等
に
反
映
さ
せ
て

「
未
来
の
東
京
」
の
実
現
を
推
進
す

る
の
が
ね
ら
い
。

　

冒
頭
、
小
池
百
合
子
知
事
は
、

「
今
、
ビ
ル
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
企

業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
想
像

し
て
い
ま
す
」
と
ビ
ル
メ
ン
業
界

の
環
境
変
化
に
言
及
。「
建
築
物
の

環
境
・
衛
生
の
向
上
、
安
全
確
保

と
い
う
こ
と
で
、
皆
様
が
省
エ
ネ

対
策
、
防
災
対
策
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
感
謝
の
意
を
表
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ビ
ル
メ
ン
業
界
の
社

会
貢
献
に
つ
い
て
、「
大
変
活
発
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
私
も

都
立
の
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
に

対
す
る
清
掃
訓
練
を
拝
見
し
ま
し

た
。
清
掃
訓
練
を
通
じ
た
就
労
支

援
事
業
な
ど
、
障
害
者
の
雇
用
に

対
し
て
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
た
後
、「
今

回
は
予
算
編
成
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
回
だ
け

で
な
く
、
中
長
期
的
に
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
時
代
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
つ
い
て
の
お
考
え
も
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
し

た
。
こ
れ
に
対
し
佐
々
木
浩
二
会

長
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
我
々
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
は
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
維
持
す
る
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
す
。
現
場
で

従
事
す
る
従
業
員
に
関
し
て
は
テ

レ
ワ
ー
ク
等
の
対
応
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
管
理
部
門
で
は
テ
レ
ワ
ー

ク
の
実
施
、
会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
時
差
出
勤
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
勤
務
を
実
施
し
て
い
る
企
業
も

あ
り
ま
す
」
と
説
明
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
革
）
に
関
し
て
は
、「
清
掃
や
警

備
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
、
設
備
管
理

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
の
活

用
等
を
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
一
般
的
に
普
及
し
て

い
る
と
い
う
段
階
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　
「
要
望
事
項
」
の
重
点
項
目
は
、

「
十
分
な
予
算
の
措
置
並
び
に
最
低

制
限
価
格
等
を
導
入
す
る
場
合
の

協
議
」
の
予
算
の
積
算
、「
契
約
内

容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加
資
格

の
審
査
」の
積
算
資
料
の
提
出
、「
障

害
者
雇
用
の
促
進
」
の
審
査
事
項
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
」
の
施
設
管
理
受
託
事
業
者
に

対
す
る
特
別
な
補
償
等
の
設
定
の

４
点
。
要
望
説
明
も
佐
々
木
会
長

が
行
い
、
要
望
内
容
の
検
討
、
実

現
を
強
く
訴
え
た
。

　

ま
ず
１
点
目
の
予
算
の
積
算
に

つ
い
て
は
、「
予
算
積
算
時
に
労
務

単
価
を
適
正
に
計
上
す
る
と
と
も

に
、
複
数
年
契
約
や
年
度
途
中
の

労
務
単
価
の
変
更
が
あ
っ
た
際
に
、

新
労
務
単
価
へ
の
契
約
変
更
を
認

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
。

　

現
在
は
、
委
託
案
件
の
う
ち
、

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
使
用

し
て
い
る
案
件
だ
け
契
約
変
更
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
労

務
単
価
の
上
昇
は
、
労
働
集
約
型

の
ビ
ル
メ
ン
業
界
に
と
っ
て
影
響

が
多
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て

の
委
託
案
件
で
労
務
単
価
の
変
更

が
あ
っ
た
際
は
、
新
労
務
単
価
へ

の
変
更
を
求
め
た
。

　

２
点
目
の
積
算
資
料
の
提
出
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
一
般
的
な
委

託
業
務
の
競
争
入
札
で
は
、
落
札

者
に
対
し
て
積
算
内
訳
書
の
提
出

を
求
め
て
い
な
い
が
、
試
行
案
件

の
競
争
入
札
参
加
者
心
得
に
は
積

算
内
訳
書
の
提
出
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
都
が
内
容
を
確
認
し
た
上

で
落
札
者
と
な
る
、
と
い
う
手
続

き
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
試
行
で
行
っ
て
い
る
内
容
を
す
ぐ

に
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
か
と
思

い
ま
す
が
、
積
算
内
訳
書
の
提
出

と
確
認
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
導

入
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と

訴
え
た
。

　

３
点
目
の
障
害
者
雇
用
促
進
の

審
査
事
項
で
は
、
令
和
３
・
４
年
度

の
定
期
受
付
か
ら
、
障
害
者
雇
用

率
に
つ
い
て
段
階
的
に
加
点
す
る

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
謝

辞
を
述
べ
た
上
で
、「
し
か
し
な
が

ら
、
加
点
上
限
が
５
点
の
ま
ま
な

の
で
、
全
体
的
な
配
点
率
を
変
更

し
、
障
害
者
雇
用
率
の
比
重
の
拡

大
を
要
望
し
ま
す
」
と
訴
え
た
。

　

４
点
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
の
特
別
な
補
償
等
の
設
定
に

関
し
て
は
、
医
療
施
設
や
軽
症
者
、

無
症
状
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
ホ

テ
ル
の
施
設
管
理
の
受
発
注
は
、

最
低
賃
金
等
を
ベ
ー
ス
と
し
た
人

件
費
や
材
料
費
で
積
算
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
施
設
管
理
に
携
わ

る
従
業
員
の
リ
ス
ク
管
理
を
考
慮

し
た
契
約
金
額
の
割
り
増
し
等
が

必
要
と
な
る
の
で
、
受
託
事
業
者

に
対
す
る
補
助
等
の
設
定
を
お
願

い
し
た
い
」
と
要
望
。
ま
た
、
慰

労
金
の
交
付
対
象
に
つ
い
て
も
、

「
受
付
等
の
警
備
を
行
う
警
備
員
も

患
者
と
の
接
触
を
伴
う
業
務
で
あ

る
た
め
、
院
内
清
掃
同
様
、
交
付

対
象
と
な
る
場
合
が
多
い
業
種
と

し
て
明
記
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
陽
性
者
受
け
入
れ
ホ
テ
ル

従
事
者
に
対
し
て
も
医
療
機
関
同

様
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、

検
討
を
訴
え
た
。

　

東
京
ビ
ル
政
連
で
は
、
今
後
と

も
東
京
協
会
と
連
携
し
て
、
要
望

実
現
の
た
め
粘
り
強
い
活
動
を
推

進
し
て
い
く
。

予
算
に
対
す
る

予
算
に
対
す
る  

知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加

令和 3 年度

理
事
会
の
様
子

理
事
会
の
冒
頭
、
挨
拶
を
述
べ
る
梶
山
理
事
長

議
長
を
つ
と
め
た
榎
本
副
理
事
長


